
科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

第
１
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

1
学
期
期
末
考
査

第
２
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

2
学
期
期
末
考
査

学
年
末
考
査

1
学
期
中
間
考
査

2
学
期
中
間
考
査

・ 故郷　 魯迅 10

・ 春休み課題「 一房の葡萄」 復習
・ 握手　 井上ひさ し
・ ［ 聞く ］ 意見を 聞き 、 適切さ を 判断する

・ 作ら れた「 物語」 を 超えて　 山極寿一
・ わたし を 束ねないで　 新川和江

10

・ 俳句の可能性　 宇多喜代子
・ 俳句を 味わう
・ それでも 言葉を 　 鷲田清一

・ 高瀬舟　 森鴎外
・ 温かいスープ　 今道友信
・ アラ スカ と の出会い　 星野道夫
・ 律儀な桜　 角田光代

9

10

3

1

2

3

11

12

2

9

10

6

7

1

4

10

5

8

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

定期考査　 基礎問題 定期考査　 応用問題 授業態度

ノ ート ・ ワーク 提出課題 ノ ート ・ 課題の提出状況

創作（ 作文など）

学期末の
各観点比率(%) 50 30 20

授業計画

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に付けると
と も に、 情報の取り 扱い方や関係性に着目し 、 我が
国の言語文化に親し んだり 理解し たり し ている。

「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 、 「 書く こ と 」 、 「 読むこ
と 」 の各領域において、 論理的に考える力や深く 共感
し たり 豊かに想像し たり する力を養い、 社会生活にお
ける人と の多様な関わり の中で適切な表現を用いなが
ら 伝え合い、 自分の思いや考えをより 広げたり 深めた
り し ている。

各単元における知識及び技能を習得し たり 、 思考力、 判断
力、 表現力等を身に付けたり すると と も に適切に活用する
ために、 自ら の学習状況を把握し 、 既習の内容を生かし な
がら 課題や活動に取り 組むと と も に、 積極的に学習し よう
と し ている。

学習目標
物語や論説文を読むこ と により 、 社会生活で役に立つ国語の力を身に着ける。 多様化する社会に必要な、 論理的思考力を身に着ける。
文章によっ て、 自分の意見を他者に伝えら れる表現力を身に着ける。

評価方法

根岸良和

横田美月

教科名 国語 国語ａ 中学・高校 A～E

単位数 ２ 単位
使用教科書
補助教材等

国語３ （ 光村図書）

担当者
光村の国語のワーク ３ （ 光村教育図書）



科目名 履修学年 3年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

2

6

2

5

1

1

1

5

2

5

文語文法…「 ば」 について 2

2

2

4

（ 答案返戻）

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

教科名 国語 国語ｂ 中学・高校 全

単位数 2
使用教科書
補助教材等

国語３ ( 光村図書) /光村の国語のワーク ３ ( 光村教育図書) /中学書写一･二･三年( 光村図書) /
読んで見て覚える重要古文単語３ １ ５ 四訂版（ 桐原書店） /基礎から 解釈へ漢文必携五訂版（ 桐
原書店） /ステッ プアッ プノ ート 30 古典文法基礎ド リ ル三訂版（ 河合出版）
教員作成によるプリ ント 類

担当者
横田美月

荒井道知

学習目標
・ 中２ から 引き 続き 文語文法の基礎（ 形容詞・ 形容動詞） を習得し 、 古文読解への橋渡し をする。
・ 漢文においても 前学年から 引き 続き 基礎（ 再読文字等） の習得をはかり 、 漢文読解の土台を強固にする。
・ 基本的な毛筆書写（ 中３ では行書） の方法を習得さ せる。 											

評価方法

学習内容・学習単元・学習到達目標等

評価規準
古典読解に必要な言葉の知識や技能を身に付けると
と も に、 情報の取り 扱い方や関係性に着目し 、 我が
国の伝統的な言語文化に親し んだり 理解し たり し て
いる。

古典読解を通じ 、 「 読むこ と 」 「 書く こ と 」 の各領域
において、 論理的に考える力や共感し たり 想像し たり
する力を養い、 社会生活における人と の関わり の中で
表現を工夫し ながら 伝え合い、 自分の思いや考えを広
げたり 深めたり し ている。

各単元における知識及び技能を習得し たり 、 思考力・ 判断
力・ 表現力等を身に付けたり するために、 自ら の学習に対
する態度や現状を正確に理解し 、 先々の見通し を持ちなが
ら 粘り 強く 課題や活動に取り 組めている。

各観点の授業内
評価方法等

定期考査		 定期考査・ 課題 音読・ グループ学習・ 授業態度・ 課題提出の状況				

学期末の
各観点比率(%) 60% 30% 10%

授業計画

第
１
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

古文…『 枕草子』 （ 第一段）

　 　 　 　 　

5
動詞の活用小テスト （ 授業冒頭の10～15分）

6
文語文法…係り 結びの法則

期
末
考
査

古文…『 平家物語』 （ 扇の的）

用言の活用小テスト （ 授業冒頭の10～15分）

7
書写…行書（ 全国書画展覧会に向けて）

（ 答案返戻）

第
2
回
到
達
度
確
認
テ
ス
ト

漢詩の基礎知識

漢詩三編―「 春暁」 （ 孟浩然） ・ 「 絶句」 （ 杜甫） ・ 「 黄鶴楼送孟浩然之広陵」 （ 李白）

10
用言の活用小テスト （ 授業冒頭の10～15分）

（ 答案返戻）

8

2

9
書写…行書（ 全国書画展覧会に向けて）

中
間
考
査

1

4
文語文法…形容詞・ 形容動詞の活用

中
間
考
査

11
漢文…再読文字①

期
末
考
査

漢文…故事成語｢守株｣( 『 韓非子』 ) ･｢推敲｣( 『 唐詩紀事』 )

古文単語小テスト （ 授業冒頭の10～15分）

12

学
年
末
考
査

古文…『 徒然草』 （ 「 公世の二位のせう と に」 ）

漢文…再読文字②

2
漢文…故事成語「 蛇足」 （ 『 戦国策』 ） 　 　 　

古文単語小テスト （ 授業冒頭の10～15分）

3
合計時間（ 定期考査含む） 51～63時間

3

1



科目名 履修学年 ３年 全 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

学期まと め課題

中
間
考
査

3

1
学
年
末
考
査

2

3

期
末
考
査

11

10

12

出題傾向別②「 資料を 読み取っ て意見を 書く 作文①」

5

出題傾向別⑤「 文章を 読んで意見を 書く 作文」
5

学期まと め課題

8

2

9

1

4

5

論理の実践⑤「 文章を 読んで意見を 書く 」

論理の実践④「 複数の資料を 読み取っ て意見を 書く 」

出題傾向別③「 資料を 読み取っ て意見を 書く 作文②」

出題傾向別①「 テーマについて書く 」

期
末
考
査

7

論理の実践①「 テーマについて、 根拠・ 具体例を 挙げて書く 」

論理の実践②「 テーマや立場を 選んで書く 」

5

6
準備講座　 資料を 読み取っ て比較する

論理の実践③「 資料を 読み取っ て意見を 書く 」

40% 40% 20%

授業計画

中
間
考
査

5

書く こ と の基礎　 正し い文を 書く

論理のし く み「 接続語の働き 」

論理の利用「 説得力のある 文章を 論理的な構成で書く 」

5

書く こ と の復習

評価規準

社会生活に必要な言葉の知識や技能を身に付けると
と も に、 情報の取り 扱い方や関係性に着目し 、 我が
国の言語文化に親し んだり 理解し たり し ている。

「 話すこ と ・ 聞く こ と 」 、 「 書く こ と 」 、 「 読むこ
と 」 の各領域において、 論理的に考える力や深く 共感
し たり 豊かに想像し たり する力を養い、 社会生活にお
ける人と の多様な関わり の中で適切な表現を用いなが
ら 伝え合い、 自分の思いや考えをより 広げたり 深めた
り し ている。

各単元における知識及び技能を習得し たり 、 思考力、 判断
力、 表現力等を身に付けたり すると と も に適切に活用する
ために、 自ら の学習状況を把握し 、 既習の内容を生かし な
がら 課題や活動に取り 組むと と も に、 積極的に学習し よう
と し ている。

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

授業内課題 授業内課題 授業内課題

定期考査 定期考査 授業態度

学期末の
各観点比率(%)

学習目標
「 書く 」 「 読む」 「 味わう 」 を各授業のテーマと し て据え、 文章を読み書き する手法を実践的に活用するこ と ができ るよう 、 繰り 返し 練習する。 ま
た、 コ ミ ュ ニケーショ ン・ 自己表現のツールと し て「 こ と ば」 を適切に使用でき るよう にするため、 実用的な文章の読み取り や複数の資料や統計資料
の読み取り も 併せて行う 。

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢
評価方法

教科名 国語 国語c 中学・高校

単位数 1単位
使用教科書
補助教材等

ロ ジカ ル国語表現Ⅲ( 好学出版)

担当者 竹内宙明
横田美月

教員作成プリ ン ト

論理や意見を 発表する ①「 ディ ベート 」

論理や意見を 発表する ②「 卒業研究原稿作成」

出題傾向別④「 資料と 会話文を 読み取っ て意見を 書く 作文」

出題傾向別⑤「 複数の資料と 会話文を 読み取っ て意見を 書く 作文」
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